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研究成果の概要 

本研究では、強誘電薄膜と、MEMS共振器を掛け合わせたデバイスの作製を行っている。今年

度は、1)同一の材料についても電気的な処理によって焦電効果を増大させる手法の探索、2)窒化

ホウ素(BN)成膜による熱接触抵抗の改善、3)接触動作を含むシミュレーション、4)実際に単一素

子での原理検証を行った。 

1)強誘電体 PZT薄膜を用いて、DCポーリング時間を増加させながら焦電効果のヒステリシスカ

ーブの直接測定を行った。すると、ポーリング方向に依存した非対称な増大を確認し、非反転ドメ

インの寄与の可能性であることを突き止めた。これは、分極測定だけでは焦電効果は予想できない

直接測定の重要さと、非反転寄与による性能向上の可能性を示唆する。 

2)ALD法で成膜下 BN膜を用いて、BN膜の有無による接触熱抵抗の違いについて評価し

た。BN膜の存在により、10%程度接触熱抵抗が改善される結果が得られた。その他 BN試料を使

用することで、さらに接触熱抵抗を改善できることも予備測定ではあるが確認している。接触表面

積の増大がその理由として考えられるが、引き続きその原因解明を進めている。 

3)、4)接触動作を伴うシミュレーションでは、境界条件、機械と熱解析を絡めて行うために計算が

極めて複雑になってしまった。そこで周期的な機械動作を既知として、熱解析を行うようにしてシミ

ュレーションを進めている。また、実際に当初の目標であった原理検証を実施することができた。 
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